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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 61,301 17.7 △244 ― △284 ― △242 ―

22年3月期第3四半期 52,072 △3.9 1,536 ― 1,455 ― 720 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △5.21 ―

22年3月期第3四半期 15.46 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 64,864 24,079 37.1 517.11
22年3月期 78,628 24,621 31.3 528.64

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  24,079百万円 22年3月期  24,621百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 6.00 6.00
23年3月期 ― ― ―

23年3月期 
（予想）

3.00 3.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 88,300 △3.6 850 △73.1 820 △73.6 340 △79.7 7.30



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、【添付資料】Ｐ．２「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  46,818,807株 22年3月期  46,818,807株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  253,021株 22年3月期  243,680株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  46,570,304株 22年3月期3Q  46,584,444株



平成23年３月期の個別業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（％表示は、対前期増減率）

(注）個別業績予想数値の当四半期における修正の有無：有 

（参考） 個別業績予想

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期  88,000  △3.7  800 △74.3  750 △75.3  300    △81.6  6.44

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期におけるわが国経済は、個人消費や設備投資に持ち直しが見られるものの、円高・デフレ傾向が

続き、また、雇用情勢が改善されないなど依然として厳しい状況にありました。 

道路建設業界におきましては、建設投資が縮小傾向のため熾烈な受注競争が続いており、また、アスファルト

合材の原材料であるストレートアスファルトの価格が上昇傾向にあるなど大変厳しい状況にありました。 

このような状況の下、当社グループは工事受注量及び製品販売量の確保に努めましたが、受注高は567億９千３

百万円（前年同四半期比8.4％減）、売上高は613億１百万円（前年同四半期比17.7％増）となりました。 

利益につきましては、低利益工事の増加と、原材料価格の上昇による売上利益の減少により、売上総利益は33

億４千４百万円（前年同四半期比34.1％減）、経常損失は２億８千４百万円（前年同四半期は経常利益14億５千５

百万円）となりました。 

四半期純損失につきましては、２億４千２百万円（前年同四半期は四半期純利益７億２千万円）となりまし

た。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、工事の完成引渡し及び施工が第４四半期連結会計期間に集中すると

いった季節的変動要因により売上高が低調な時期であることと売上債権の回収が順調に推移したことにより、「受

取手形・完成工事未収入金等」が減少したことなどから、前連結会計年度末に比べ137億６千３百万円減の648億６

千４百万円となりました。 

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、工事の完成引渡し及び施工が第４四半期連結会計期間に集中すると

いった季節的変動要因に加え、受注競争の激化による受注高の減少により施工が低調であったため、「支払手形・

工事未払金等」が減少したことなどから、前連結会計年度末に比べ132億２千１百万円減の407億８千５百万円とな

りました。 

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度の利益処分に加え四半期純損失を計上したことか

ら、前連結会計年度末に比べ５億４千１百万円減の240億７千９百万円となりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、主に仕入債務及び未成

工事受入金の減少により営業活動によるキャッシュ・フローが減少した結果、期首と比較して54億３千３百万円

減少し、77億４千５百万円（前年同四半期比34.4％減）となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

建設事業での工事の完成引渡し及び施工が第４四半期連結会計期間に集中するといった季節的変動要因に加

え、受注競争の激化による受注高の減少により施工が低調であったため、仕入債務及び未成工事受入金が減少

したことにより、営業活動によるキャッシュ・フローは27億２千８百万円のマイナス（前年同四半期は41億５

千１百万円のプラス）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

建設機械の購入及びアスファルト混合所設備の更新等の固定資産の取得に伴う支出により、投資活動による

キャッシュ・フローは６億３千８百万円のマイナス（前年同四半期は９億３千８百万円のマイナス）となりま

した。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

短期借入金の返済と配当金の支払いにより、財務活動によるキャッシュ・フローは20億６千３百万円のマイ

ナス（前年同四半期は13億１千１百万円のマイナス）となりました。   

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年５月12日に公表しました通期業績予想を修正しております。詳細につきましては平成23年２月７日公表

の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

・固定資産の減価償却費の算定方法 

減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減

価償却費の額を期間按分して算定しております。 

２．特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．資産除去債務に関する会計基準の適用  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。  

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失はそれぞれ１百万円増加し、税金等調整前

四半期純損失は、13百万円増加しております。 

２．「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公

表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月

10日）を適用しております。 

なお、これによる経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,745 13,179

受取手形・完成工事未収入金等 28,046 33,760

有価証券 20 －

販売用不動産 16 17

未成工事支出金 4,653 7,954

材料貯蔵品 460 423

その他 2,593 2,308

貸倒引当金 △54 △48

流動資産合計 43,481 57,595

固定資産   

有形固定資産   

土地 11,606 11,766

その他（純額） 6,056 5,490

有形固定資産合計 17,662 17,256

無形固定資産 231 252

投資その他の資産   

その他 3,987 4,055

貸倒引当金 △497 △531

投資その他の資産合計 3,489 3,524

固定資産合計 21,383 21,033

資産合計 64,864 78,628

大林道路㈱ (1896) 平成 23 年３月期第３四半期決算短信 

 

 

－ 4 －



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 24,979 31,164

短期借入金 3,650 5,300

未払法人税等 70 1,067

未成工事受入金 1,561 5,508

完成工事補償引当金 101 77

工事損失引当金 412 1,048

その他 3,565 3,554

流動負債合計 34,341 47,720

固定負債   

再評価に係る繰延税金負債 1,993 2,044

退職給付引当金 4,255 4,009

その他 194 231

固定負債合計 6,443 6,285

負債合計 40,785 54,006

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,293 6,293

資本剰余金 6,095 6,095

利益剰余金 11,789 12,237

自己株式 △52 △50

株主資本合計 24,126 24,576

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 62 80

土地再評価差額金 △109 △34

評価・換算差額等合計 △46 45

純資産合計 24,079 24,621

負債純資産合計 64,864 78,628
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 52,072 61,301

売上原価 46,997 57,957

売上総利益 5,074 3,344

販売費及び一般管理費 3,538 3,588

営業利益又は営業損失（△） 1,536 △244

営業外収益   

受取利息 7 6

受取配当金 4 5

受取手数料 7 7

技術指導料 6 －

その他 3 6

営業外収益合計 30 25

営業外費用   

支払利息 78 51

持分法による投資損失 12 0

その他 21 14

営業外費用合計 111 65

経常利益又は経常損失（△） 1,455 △284

特別利益   

固定資産売却益 2 3

貸倒引当金戻入額 22 4

補助金収入 14 －

その他 1 1

特別利益合計 40 9

特別損失   

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 51 41

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12

その他 10 7

特別損失合計 62 61

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,433 △336

法人税、住民税及び事業税 477 83

法人税等調整額 235 △177

法人税等合計 713 △93

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △242

四半期純利益又は四半期純損失（△） 720 △242
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

1,433 △336

減価償却費 968 1,024

貸倒引当金の増減額（△は減少） △49 △27

退職給付引当金の増減額（△は減少） △17 245

受取利息及び受取配当金 △12 △11

支払利息 78 51

持分法による投資損益（△は益） 12 0

売上債権の増減額（△は増加） 9,823 5,758

未成工事支出金の増減額（△は増加） △8,381 3,301

仕入債務の増減額（△は減少） △3,964 △6,185

未成工事受入金の増減額（△は減少） 5,627 △3,946

未払消費税等の増減額（△は減少） △954 △271

その他 899 △1,261

小計 5,461 △1,658

利息及び配当金の受取額 12 18

利息の支払額 △86 △52

法人税等の支払額 △1,236 △1,036

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,151 △2,728

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △926 △821

有形固定資産の売却による収入 4 169

投資有価証券の取得による支出 △20 －

投資有価証券の償還による収入 20 －

その他 △16 14

投資活動によるキャッシュ・フロー △938 △638

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 200 △1,650

長期借入金の返済による支出 △1,300 －

リース債務の返済による支出 △68 △132

自己株式の取得による支出 △2 △1

配当金の支払額 △139 △279

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,311 △2,063

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,899 △5,433

現金及び現金同等物の期首残高 9,908 13,179

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,807 7,745
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該当事項はありません。 

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）  事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容 

(1）事業区分の方法 

日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。 

(2）各事業区分に属する主要な内容 

建設事業：舗装、土木、建築工事その他建設工事全般に関する事業 

製造・販売他事業：アスファルト合材等舗装用材料の製造・販売に関する事業他 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。   

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。   

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
建設事業
（百万円） 

製造・販売他
事業 
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  41,815  10,256  52,072  －  52,072

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  4,852  4,852 (4,852)  －

計  41,815  15,108  56,924 (4,852)  52,072

営業利益  538  2,601  3,139 (1,603)  1,536
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

当社グループは、当社に工務部、合材事業部を置き、各部において建設事業、製造・販売他事業に関する全

社的な戦略立案とその推進を行っております。 

したがって、当社グループは、「建設事業」、「製造・販売他事業」の２つを報告セグメントとしておりま

す。 

各セグメントの事業概要は以下のとおりであります。 

 建設事業    ：舗装、土木、建築工事その他建設工事全般に関する事業 

 製造・販売他事業：アスファルト合材等舗装用材料の製造・販売に関する事業他 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

 当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

（注）１．セグメント利益の調整額△1,595百万円には、セグメント間取引消去0百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△1,595百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない提出会社本社の管理部門に係る費用であります。 

２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。  

    

  

該当事項はありません。 

  

  （単位：百万円）

  建設事業
製造・販売
他事業  

合計
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

売上高           

外部顧客への売上高  51,205  10,096  61,301 －  61,301

セグメント間の内部売上高又
は振替高 

－  4,520  4,520  △4,520 － 

計  51,205  14,617  65,822  △4,520  61,301

セグメント利益又は損失（△）  △88  1,440  1,351  △1,595  △244

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（単位：百万円） 

  

４．（参考）個別財務諸表

（１）（参考）四半期貸借対照表

    前 事 業 年 度 末 に 係 る 

  当第３四半期会計期間末 要 約 貸 借 対 照 表 

  （平成22年12月31日） （平成22年３月31日） 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金  7,537  12,900

受取手形  3,560  5,510

完成工事未収入金  21,894  24,811

売掛金  2,524  3,372

有価証券  20  －

販売用不動産  16  17

未成工事支出金  4,617  7,949

材料貯蔵品  460  423

その他  2,582  2,314

貸倒引当金  △54  △48

流動資産合計  43,159  57,250

固定資産   

有形固定資産   

土地  11,606  11,766

その他（純額）  5,999  5,470

有形固定資産合計  17,605  17,236

無形固定資産  231  251

投資その他の資産   

その他  3,970  4,031

貸倒引当金  △497  △531

投資その他の資産合計  3,472  3,499

固定資産合計  21,308  20,987

資産合計  64,468  78,237
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（単位：百万円） 

  

（注） この四半期貸借対照表は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成していますが、法定開示におけるレビュー対象

ではありません。 

  

    前 事 業 年 度 末 に 係 る 

  当第３四半期会計期間末 要 約 貸 借 対 照 表 

  （平成22年12月31日） （平成22年３月31日） 

負債の部   

流動負債   

支払手形  11,165  13,036

工事未払金  10,514  13,719

買掛金  3,211  4,317

短期借入金  3,650  5,300

未払法人税等  57  1,047

未成工事受入金  1,561  5,508

完成工事補償引当金  101  77

工事損失引当金  412  1,048

その他  3,557  3,543

流動負債合計  34,231  47,598

固定負債   

再評価に係る繰延税金負債  1,993  2,044

退職給付引当金  4,255  4,009

環境対策引当金  7  8

その他  186  223

固定負債合計  6,443  6,285

負債合計  40,675  53,884

純資産の部   

株主資本   

資本金  6,293  6,293

資本剰余金  6,095  6,095

利益剰余金  11,502  11,969

自己株式  △52  △50

株主資本合計  23,839  24,308

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金  62  80

土地再評価差額金  △109  △34

評価・換算差額等合計  △46  45

純資産合計  23,792  24,353

負債純資産合計  64,468  78,237
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（単位：百万円） 

  
（注） この四半期損益計算書は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成していますが、法定開示におけるレビュー対象

ではありません。 

  

（２）（参考）四半期損益計算書（第３四半期累計期間）

  前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

  （自 平成21年４月１日 （自 平成22年４月１日

  至 平成21年12月31日）  至 平成22年12月31日）

売上高 

完成工事高  41,663  51,068

製品売上高  10,255  10,100

売上高合計  51,918  61,168

売上原価 

完成工事原価  39,436  49,482

製品売上原価  7,459  8,436

売上原価合計  46,896  57,919

売上総利益 

完成工事総利益  2,226  1,585

製品売上総利益  2,796  1,664

売上総利益合計  5,022  3,249

販売費及び一般管理費  3,489  3,543

営業利益又は営業損失（△）  1,532 △294

営業外収益 

受取利息  7  5

受取配当金  6  12

受取手数料  7  7

技術指導料  6 －

その他  3  6

営業外収益合計  31  32

営業外費用 

支払利息  78  51

その他  21  14

営業外費用合計  99  65

経常利益又は経常損失（△）  1,464 △327

特別利益 

固定資産売却益  2  3

貸倒引当金戻入額  22  4

補助金収入  14 －

その他  1  1

特別利益合計  40  9

特別損失 

固定資産売却損  0  0

固定資産除却損  51  40

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 －  12

その他  10  7

特別損失合計  62  61

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△）  1,442 △378

法人税、住民税及び事業税  475  59

法人税等調整額  235 △176

法人税等合計  710 △116

四半期純利益又は四半期純損失（△）  732 △261
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平成23年３月期第３四半期の個別業績（平成22年４月１日～平成22年12月31日） 

① 個別経営成績（累計）                      （％表示は対前年同四半期増減率） 

② 個別財政状態 

（注）上記の個別業績は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成していますが、法定開示におけるレビュー対象で

はありません。  

  

① 平成23年３月期第３四半期の個別受注実績（平成22年４月１日～平成22年12月31日） 

                             （百万円未満切捨て） 

      （注）１．受注高は、当第３四半期まで累計額 

２．パーセント表示は、対前年同四半期増減率 

  

② 受注実績内訳 

 （百万円未満切捨て） 

   

５．補足情報

（１）個別業績の概況

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第３四半期  61,168  17.8 △294 － △327  － △261 －

22年３月期第３四半期  51,918 △3.8  1,532 －  1,464  －  732 －

  
１株当たり
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益 

  円 銭 円 銭

23年３月期第３四半期 △5.62 －

22年３月期第３四半期  15.72 －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第３四半期  64,468  23,792  36.9  510.95

22年３月期  78,237  24,353  31.1  522.89

（参考）自己資本 23年３月期第３四半期 23,792百万円 22年３月期 24,353百万円 

（２）個別の受注・売上・繰越高

  受 注 高 

平成23年３月期第３四半期 百万円 56,689 ％ △8.4

平成22年３月期第３四半期 百万円 61,898 ％ △0.5

   
平成22年３月期 

第３四半期 

平成23年３月期 

第３四半期  

  

比較増減 

  

増減率 

区    分 受注高 

（百万円） 

構成比  

 （％）  

受注高 

 （百万円） 

構成比 

 （％）  
（百万円） （％） 

工 国内官公庁  21,519  34.7  15,948  28.1     △5,571  △25.9

事 国 内 民 間  30,123  48.7    30,640  54.1     516  1.7

部 海 外  －  －    －  －  －  －

門 計  51,643  83.4  46,588  82.2  △5,054  △9.8

製 品 部 門  10,255  16.6  10,100  17.8  △155  △1.5

合     計  61,898  100  56,689  100  △5,209  △8.4
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